
 

 
 

第 10 回ひろしまジュニア国際フォーラムの開催について 

（被爆・終戦 80 年「若者たちが集い、未来に平和をつなぐプロジェクト」） 

 

１　要旨・目的 

　　国内外の高校生等が国際平和についての討議や交流等を行い、平和のメッセージを世界

に発信することを通じて、次の世代の人材育成を行うことを目的とした「第 10 回ひろし

まジュニア国際フォーラム」を以下のとおり開催する。 
 

２　現状・背景 

　　平成 28 年度に第１回を開催し、今回は 10 回目の開催 
   
３　概要 

(1)　実施主体　　広島県 
 

(2)　実施期間　　令和７年８月 14日（木）～18日（月）の５日間 
 

(3)　場所　　　　広島国際会議場他 
 

(4)　実施内容 

ア　テーマ　　平和な世界の実現に向け私たちができること 

（核兵器廃絶と復興・平和構築に向けた取組） 
 
イ　参加者　　高校生等　85 名程度 

〇日本人高校生　45 名程度（県外高校生 10名含む） 

・県内に在住する高校生（公募）　　　　　　　　　　　15 名程度 

・県外に在住する高校生（公募）　　　　　　　　　　　８名程度 

・三重県の高校生（広島県と三重県の学生交流事業） 　２名程度 

・「グローバル未来塾 in ひろしま」に参加する高校生　　20 名程度 

〇外国人高校生等　　40 名程度（海外在住、又は日本国内在住の留学生） 

（注）・友好提携先（中国四川省、米国ハワイ州、メキシコグアナファト州）及び韓国慶尚北道の 

優先枠を設定する。 

・Ｇ７広島サミットの成果を受け、Ｇ７各国に派遣した「若者たちのピース・キャラバン」 

において訪問した高校（ドイツ１校、イタリア２校）についても優先枠を設定する。 
 

ウ　スケジュール 

 
エ　その他 

フォーラム開催前に、日本人参加者の課題解決やディベート能力向上のため、イン
ターネットを活用した事前学習プログラムを実施する。 

 
４　予算（一部国庫） 

　　27,869 千円（国 2/3・県 1/3）

 日　時 行事内容

 
8 月 14 日（木）

オリエンテーション、基調講演、平和記念資料館視察、チーム
ビルディング、講義・グループディスカッション（核兵器廃絶）、
歓迎交流会

 
8 月 15 日（金）

被爆体験証言聴講、講義・グループディスカッション（復興・
平和構築）、広島宣言の草案作成

 8 月 16 日（土） 平和記念公園・宮島視察

 8 月 17 日（日） 広島宣言の確定、報告会準備

 8 月 18 日（月） 報告会（広島宣言の発表等）

令和７年５月 14 日 
課　名　地域政策局国際課 
担当者　課長　大小田（おおこだ） 
内　線　2358

資料番号　 　２


